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第
二
十
九
条
の
六
第
一
項
中
「
四
人
」
を
「
五
人
」
に

改
め
る
。

第
二
十
九
条
の
七
第
一
項
中「
飼
料
安
全
専
門
官
一
人
、

動
物
医
薬
品
安
全
専
門
官
二
人
」
を
「
飼
料
安
全
専
門
官

三
人
、
動
物
医
薬
品
安
全
専
門
官
三
人
」
に
改
め
、
同
条

第
四
項
中
「
飼
料
安
全
専
門
官
は
」
の
下
に
「
、
命
を
受

け
て
」
を
加
え
る
。

第
二
十
九
条
の
八
第
一
項
中
「
四
人
」
を
「
五
人
」
に

改
め
る
。

第
二
十
九
条
の
九
第
一
項
中
「
三
人
」
を
「
五
人
」
に

改
め
る
。

第
三
十
三
条
の
見
出
し
中
「
及
び
国
際
専
門
官
」
を

「
、
国
際
専
門
官
及
び
知
的
財
産
専
門
官
」
に
改
め
、
同

条
第
一
項
中
「
及
び
国
際
専
門
官
一
人
」
を
「
、
国
際
専

門
官
一
人
及
び
知
的
財
産
専
門
官
一
人
」
に
改
め
、
同
条

に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

８

知
的
財
産
専
門
官
は
、
知
的
財
産
課
の
所
掌
事
務
に

係
る
知
的
財
産
の
活
用
に
関
す
る
専
門
の
事
項
に
つ
い

て
の
企
画
、
連
絡
調
整
及
び
指
導
に
関
す
る
事
務
を
行

う
。

第
四
十
一
条
第
一
項
中
「
四
人
」
を
「
五
人
」
に
改
め

る
。第

四
十
八
条
の
見
出
し
中
「
及
び
経
営
専
門
官
」を「
並

び
に
経
営
専
門
官
及
び
法
人
雇
用
調
整
官
」
に
改
め
、
同

条
第
一
項
中
「
及
び
経
営
専
門
官
一
人
」
を
「
並
び
に
経

営
専
門
官
一
人
及
び
法
人
雇
用
調
整
官
一
人
」
に
改
め
、

同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

法
人
雇
用
調
整
官
は
、
農
業
法
人
に
係
る
雇
用
の
促

進
に
関
し
調
整
を
要
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
調
査
及
び

連
絡
調
整
に
関
す
る
事
務
を
行
う
。

第
百
三
十
三
条
第
一
項
中
「
動
物
用
医
薬
品
審
査
官
二

人
」
を
「
動
物
用
医
薬
品
審
査
官
三
人
」
に
改
め
る
。

第
三
百
八
十
九
条
第
一
項
中
「
二
人
」
を
「
三
人
」
に

改
め
る
。

別
表
第
三
千
葉
農
政
事
務
所
の
項
管
轄
区
域
の
欄
中

「
南
房
総
市
安
房
郡
」
を
「
南
房
総
市

安
房
郡
」
に
改

め
、
同
表
静
岡
農
政
事
務
所
の
項
管
轄
区
域
の
欄
中
「
牧

之
原
市

庵
原
郡
」
を
「
牧
之
原
市
」
に
、「
志
太
郡

榛

原
郡
」
を
「
榛
原
郡
」
に
改
め
、
同
表
宮
崎
農
政
事
務
所

の
項
管
轄
区
域
の
欄
中
「
宮
崎
郡

南
那
珂
郡
」
を
「
宮

崎
郡
」
に
改
め
、
同
表
鹿
児
島
農
政
事
務
所
の
項
管
轄
区

域
の
欄
中
「
大
口
市

霧
島
市

伊
佐
郡
」
を
「
霧
島
市

伊
佐
市
」
に
改
め
る
。

別
表
第
七
関
東
の
項
管
轄
区
域
の
欄
中
「
富
士
郡

庵

原
郡
」
を
「
富
士
郡
」
に
、「
志
太
郡

榛
原
郡
」
を
「
榛

原
郡
」
に
改
め
、
同
表
九
州
の
項
管
轄
区
域
の
欄
中
「
串

間
市

南
那
珂
郡
」
を
「
串
間
市
」
に
、「
大
口
市

薩
摩

川
内
市

薩
摩
郡

出
水
郡

伊
佐
郡
」
を
「
薩
摩
川
内

市

伊
佐
市

薩
摩
郡

出
水
郡
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、平
成
二
十
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

た
だ
し
、
別
表
第
三
静
岡
農
政
事
務
所
の
項
の
改
正
規
定

中
「
牧
之
原
市

庵
原
郡
」
を
「
牧
之
原
市
」
に
改
め
る

部
分
及
び
同
表
鹿
児
島
農
政
事
務
所
の
項
の
改
正
規
定
並

び
に
別
表
第
七
関
東
の
項
の
改
正
規
定
中
「
富
士
郡

庵

原
郡
」
を
「
富
士
郡
」
に
改
め
る
部
分
及
び
同
表
九
州
の

項
の
改
正
規
定
中
「
大
口
市

薩
摩
川
内
市

薩
摩
郡

出
水
郡

伊
佐
郡
」
を
「
薩
摩
川
内
市

伊
佐
市

薩
摩

郡

出
水
郡
」に
改
め
る
部
分
は
同
年
十
一
月
一
日
か
ら
、

別
表
第
三
静
岡
農
政
事
務
所
の
項
の
改
正
規
定
中
「
志
太

郡

榛
原
郡
」
を
「
榛
原
郡
」
に
改
め
る
部
分
及
び
別
表

第
七
関
東
の
項
の
改
正
規
定
中
「
志
太
郡

榛
原
郡
」
を

「
榛
原
郡
」
に
改
め
る
部
分
は
平
成
二
十
一
年
一
月
一
日

か
ら
、
別
表
第
三
宮
崎
農
政
事
務
所
の
項
の
改
正
規
定
及

び
別
表
第
七
九
州
の
項
の
改
正
規
定
中
「
串
間
市

南
那

珂
郡
」
を
「
串
間
市
」
に
改
め
る
部
分
は
同
年
三
月
三
十

日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
農
林
水
産
省
令
第
六
十
二
号

農
林
水
産
省
設
置
法（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
八
号
）

第
十
九
条
第
五
項
及
び
第
三
十
五
条
第
二
項
並
び
に
農
林

水
産
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
三
号
）

第
八
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法
及

び
同
令
を
実
施
す
る
た
め
、
農
林
水
産
省
組
織
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
九
月
三
十
日

農
林
水
産
大
臣

石
破

茂

農
林
水
産
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

農
林
水
産
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
農
林
水
産
省
令

第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
六
条
第
一
項
中
「
六
十
三
人
」
を
「
六
十
七
人
」

に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
の
三
第
一
項
中
「
リ
ス
ク
管
理
専
門
官
一

人
」
を
「
リ
ス
ク
管
理
専
門
官
二
人
」
に
改
め
、
同
条
第

三
項
中
「
リ
ス
ク
管
理
専
門
官
は
」
の
下
に
「
、
命
を
受

け
て
」
を
加
え
る
。

第
二
十
九
条
の
四
の
見
出
し
中
「
国
際
基
準
専
門
官
」

の
下
に
「
及
び
国
際
協
力
専
門
官
」
を
加
え
、
同
条
第
一

項
中
「
国
際
基
準
専
門
官
二
人
」
の
下
に
「
及
び
国
際
協

力
専
門
官
一
人
」
を
加
え
、同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

国
際
協
力
専
門
官
は
、
国
際
基
準
課
の
所
掌
事
務
に

係
る
国
際
協
力
に
関
す
る
専
門
の
事
項
に
つ
い
て
の
企

画
及
び
連
絡
調
整
に
関
す
る
事
務
を
行
う
。

第
二
十
九
条
の
五
の
見
出
し
中「
表
示
・
規
格
専
門
官
」

の
下
に
「
、
表
示
適
正
化
専
門
官
」
を
加
え
、
同
条
第
一

項
中
「
表
示
・
規
格
専
門
官
四
人
」
の
下
に
「
、
表
示
適

正
化
専
門
官
一
人
」
を
加
え
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
六

項
と
し
、
同
条
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

表
示
適
正
化
専
門
官
は
、
日
本
農
林
規
格
に
よ
る
格

付
の
適
正
化
及
び
農
林
物
資
の
品
質
に
関
す
る
表
示
の

適
正
化
に
関
す
る
専
門
の
事
項
に
つ
い
て
の
企
画
及
び

連
絡
調
整
に
関
す
る
事
務
を
行
う
。

第
十
九
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

農
林
漁
業
有
機
物
資
源
の
バ
イ
オ
燃
料
の
原
材
料
と

し
て
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
十
三
条
第
二
項

の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
前
項
の

品
種
登
録
料
納
付
書
に
そ
の
旨
及
び
農
林
漁
業
有
機
物

資
源
の
バ
イ
オ
燃
料
の
原
材
料
と
し
て
の
利
用
の
促
進

に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
十
条
の
確
認
書
の
番
号
を

記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

こ
の
省
令
は
、平
成
二
十
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
経
済
産
業
省
令
第
六
十
九
号

特
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
十
六
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
関
係
法
令
の
規
定

に
基
づ
き
、
及
び
関
係
法
令
を
実
施
す
る
た
め
、
特
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
省
令
の
整

備
等
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
九
月
三
十
日

経
済
産
業
大
臣

二
階

俊
博

特
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令

（
特
許
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

特
許
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
通
商
産
業
省
令
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
二
の
備
考
５
中
「別

紙
第
４
号
12書
式

」
を
「別

紙
第
４
号
の
12書
式

」
に
、「特

例
法
施
行
規
則
第
41条

の
６

」
を
「特

例
法
施
行
規
則
第
41条
の
９

」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
22
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

22
「【
手
数
料
の
表
示
】」の
欄
は
、
特
例
法
施
行
規
則
第
40条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
見
込
額
か
ら
の
納
付
の
申
出

を
行
う
と
き
は
、「【
予
納
台
帳
番
号
】」に
は
予
納
台
帳
の
番
号
を
、「【
納
付
金
額
】」に
は
見
込
額
か
ら
納
付
に
充
て

る
手
数
料
の
額（「

円
」、「
，」等

を
付
さ
ず
、
ア
ラ
ビ
ア
数
字
の
み
で
表
示
す
る
こ
と
。
以
下
こ
の
様
式
に
お
い
て

同
じ
。）を

記
載
す
る
。
特
許
法
第

195条
第
８
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
現
金
に
よ
り
手
数
料
を
納
付
す
る

場
合
で
あ
つ
て
、
特
例
法
施
行
規
則
第
40条
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
の
申
出
を
行
う
と
き

は
、「（【
予
納
台
帳
番
号
】）」を「【

振
替
番
号
】」と
し
、
振
替
番
号
を
記
載
し
、「【
納
付
金
額
】」に
は
納
付
す
べ
き
手

数
料
の
額
を
記
載
す
る
。

様
式
第
十
三
の
備
考
12
中
「別

紙
第
４
号
12書
式

」
を
「別

紙
第
４
号
の
12書
式

」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
13

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

13
「【
手
数
料
補
正
】」の
欄
は
、
手
数
料
の
補
正
を
す
る
場
合
（
備
考
12及
び
14に
該
当
す
る
と
き
を
除
く
。）に
お

い
て
、
納
付
す
べ
き
不
足
手
数
料
の
額
の
特
許
印
紙
を
は
る
と
き
は
、
そ
の
下
に
特
許
印
紙
の
額
を
括
弧
を
し
て

記
載
し
、「【
補
正
対
象
書
類
名
】」に

は
「
特
許
願
」、「
期
間
延
長
請
求
書
」、「
手
続
補
正
書
」、「
誤
訳
訂
正
書
」、「
出

願
人
名
義
変
更
届
」、「
出
願
審
査
請
求
書
」、「
審
判
請
求
書
」
の
よ
う
に
書
類
名
を
記
載
し
、「【
納
付
金
額
】」に

は
納
付
す
べ
き
不
足
手
数
料
の
額（「

円
」、「
，」等

を
付
さ
ず
、
ア
ラ
ビ
ア
数
字
の
み
で
表
示
す
る
こ
と
。
以
下
こ
の

様
式
に
お
い
て
同
じ
。）を

記
載
し
、「（【

予
納
台
帳
番
号
】）」の

欄
は
設
け
る
に
は
及
ば
な
い
。
特
例
法
施
行
規
則

第
40条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
見
込
額
か
ら
の
納
付
の
申
出
を
行
う
と
き
は
、「【
補
正
対
象
書
類
名
】」
に
は
「
特

許
願
」、「
期
間
延
長
請
求
書
」、「
手
続
補
正
書
」、「
誤
訳
訂
正
書
」、「
出
願
人
名
義
変
更
届
」、「
出
願
審
査
請
求
書
」、

「
審
判
請
求
書
」
の
よ
う
に
書
類
名
を
記
載
し
、「【
予
納
台
帳
番
号
】」に
は
予
納
台
帳
の
番
号
を
、「【
納
付
金
額
】」

に
は
見
込
額
か
ら
納
付
に
充
て
る
不
足
手
数
料
の
額
を
記
載
す
る
。
特
許
法
第

195条
第
８
項
た
だ
し
書
の
規
定

に
よ
り
、
現
金
に
よ
り
不
足
手
数
料
を
納
付
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
特
例
法
施
行
規
則
第
40条
第
４
項
の
規
定
に

よ
り
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
の
申
出
を
行
う
と
き
は
、「【
補
正
対
象
書
類
名
】」に
は
「
特
許
願
」、「
期
間
延
長
請
求

書
」、「
手
続
補
正
書
」、「
誤
訳
訂
正
書
」、「
出
願
人
名
義
変
更
届
」、「
出
願
審
査
請
求
書
」、「
審
判
請
求
書
」
の
よ
う

に
書
類
名
を
記
載
し
、「（【
予
納
台
帳
番
号
】）」を「【

振
替
番
号
】」と
し
、
振
替
番
号
を
記
載
し
、「【
納
付
金
額
】」に

は
納
付
す
べ
き
不
足
手
数
料
の
額
を
記
載
す
る
。
特
許
法
第

195条
第
８
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
現
金
に

よ
り
不
足
手
数
料
を
納
付
し
た
場
合
で
あ
つ
て
、
納
付
書
に
よ
る
と
き
は
、「【
手
数
料
補
正
】」の
欄
の「（【

予
納
台

帳
番
号
】）」を「【

納
付
書
番
号
】」と

し
、
納
付
書
番
号
を
記
載
し
、「【
補
正
対
象
書
類
名
】」に

は
「
特
許
願
」、「
期

間
延
長
請
求
書
」、「
手
続
補
正
書
」、「
誤
訳
訂
正
書
」、「
出
願
人
名
義
変
更
届
」、「
出
願
審
査
請
求
書
」、「
審
判
請
求

書
」
の
よ
う
に
書
類
名
を
記
載
し
、「【
納
付
金
額
】」に

は
、
納
付
す
べ
き
不
足
手
数
料
の
額
を
記
載
し
、
事
務
規

程
別
紙
第
４
号
の
12書
式
の
納
付
済
証
（
特
許
庁
提
出
用
）
を
別
の
用
紙
に
は
る
も
の
と
し
、
納
付
情
報
に
よ
る

と
き
は
、「（【
予
納
台
帳
番
号
】）」を「【

納
付
番
号
】」と
し
、
納
付
番
号
を
記
載
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、「【
納

付
金
額
】」の
欄
は
設
け
る
に
及
ば
ず
、
出
願
審
査
の
請
求
後
請
求
項
の
数
を
増
加
す
る
補
正
を
併
せ
て
す
る
と
き

は
、
一
の
納
付
書
又
は
納
付
番
号
を
使
用
し
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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